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相 模 湾 に設 置 さ れ た 海 底 ス テ ー ショ ンの 観 察

及 び 音 響 ト ラ ン ス ポ ン ダ ー の 交 換

瀬川爾朗゛l　藤本博巳＊l

昭和62年10月21日，東京大学海洋研究所の研究船淡青丸の航海で，本邦初めての

汎用海底観測ステーションを設置した｡ 場所は初島の東方約10㎞の地点( Ｓ'(１.60'N ，

139°16，25'E. 水 深1370 。) である。音響LBL 溂 位法により， ステージ１

ンの位置を±2m の呂差で決定した。―辺1100a一，高さ50Q・｡ 空中重量励a 礑の

ゴング11－卜製ステージ。ンには測位のための音響トランスポンダーが取付けられ

ている。11 月24日 。「しんかい加00｣ の1318 タイプによりて淘底ステージ・ ンを

覩察し，正常な状態で設置されていることを罹めた。ステージ，ンの下部約30《l・

がヘドロ中に哩もれていること旻,わかうた。次に。ステージ・ ンのトランスポンダー

をマニピ。レータでｌ 外Ｌ，船上から朏水船で運んでい･5 た別のトラ冫スポンダー

をステージ。ンから10㎞離れた北側に置いた。初めの卜う冫ズボンダーは持ち僣っ

た。ステージ１ン上にlj卜 う／スボンダーのような邪魔物がない方がよいからであ

る。

Observation  of an Oecan  Bottom  Station im  hilled in (lie Sjgami  Cay

and

Rcplaecmcnt  of the Acoustic  Transponder  attached  to it.

JimSECAWA*1  arid Hiromi FUJIMOTO*2

The  first Ocean  Bottom  Station  of  Japan  was  installed on  27  October

i 98?  during  the  cruise of  the Tdiisei-Maru  of the Ocean  Research  Institute,

University  of  Tokyo.  The  installation site was  35 °00'60N.  (39 °I6'.25E.

which  is about  10km  east of  the Hutsushima  Island m  ihe  Sn&ami  Bay.  Tlie

waier  depth  was  1,370m.  'i his position was  tletemnncd  by use of the acoustic

LBL  method,  which  assured  a  positioning  accuracy  of  ±2m,  Tlie Ocean

Bottom  Station was  equipped  with  an acoustic  transponder  foi location.

On  24  November  1987.  dive  No.  318  of  (lie submersible  "SIIIN'KAI

2000"  was  conducted  to  observe  the  instal)<nion condition  of  the  Ocean

Bottom  Station,  1  lie dive  was  succcssful and  it was  assured thai the  station

had  settled at (he  sea  floor in normal  condition.  Tlie lower  300mm  part  of

the  station was  buried  in the  soft mud  of  the Sagaim  Bay.  The  next operation

was  the  replacement  of  the acoustic  transponder.  The  transponder  which  had

been  attached  to  the station was  removed  and  a new  one  Hansported  down

by  the  submersible  was  installed at *he  sea floor  site aimtu  lOmnoith  of the

station. This  work  was  nude  because  it was  considered  ilia* no  obstacles were

desired  to be mounted  on  the station itself.
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1. は じ め に

淘慮の観測に欠けているものは，正確な位置と

観測の再現性及びアクセスの容易さである。この

点を解決し，哇卜池みの実験観測を可能とするこ

とか，今後の海底研究の進歩のために最も重要な

ことである。

筆者らは海底観瀰』ステーション網を設置するこ

とにより。この問題を解決しようと試みている。

海底ステーションは海底における観測点 の標識で

あり，また安定な観測プ ラットフォームである。

このステージｌンを活用するために，有人潜水船，

無人潜水銀は鱇くてはならない叢備である。

昭和62年10月，筆者らは本邦第一号の汎用海底

観測ステージ３ンを相模湾に設置した。設置作業

に1吏用した船は四 の浚青瓷である

海底ステーションはいかなるものであるべきか，

その考え方は色々である。ステーションといわれ

るからには巨大な講造物で，あらゆるものが螫顱

された海底にある研究所のようなものであるべき

だという考えもある。ステーションとはいうけれ

どもそれは梅底の三角点のようなもので，不動の

標識として意味があるという考えもある。

また，ステーションが，測地的に巌密な不動の

プラットフ。一ムとなる場合や，軟弱な梅底にた

だ取っており，時間と共にその姿勢か変化するお

それのあるものもある。あまりに小規模で簡単な

ステーションを考えると。それは海底に転がって

いる石と変わるところがないものとなってしまう。

以上のような色々な形態が考えられる中で，年

者らのイメージは次のようなものである。

あまりに巨大なステーションは扱いが大変なの

で，小さなステーショｙを考える。 １ステーショ

ンにおいて１観測を目的とする。さらに，ステー

ジｌンの群を考え ，海底の特定地域において隣接

した数多くのステージｉ冫／を設置し，多種目の観

測を同時に行う。このような特定地域を次第に増や

していく。ステージ・ン群の考えかたを図1 に示す。

また， 】つのステーションの性格をＡ．Ｂの二

つのクラスに分けるC ハクラスのステーションは

厳密な愈味で不動のフ ラー，トフォームになる。こ

のプラットフォームは觚ｇの岩譽に固定したもの。

あるいは堆積駟に長いパイルを打ち込んでつくら

れた不動の基礎の上に覦かれたプラットフ・ 一ム

などがある。Ａクラスのプラットフ１－ムを構築

するためにはかなりの技術と資金を必要とする。

一方，Ｂクラスのステ ーションは，ただ海底に

置かれただけのもので，地盤か悪いときには厳密

には不動とはいいがたい。特に，高さと傾斜には

弱い性格をもつ。 水平に動くことはほとんどな

いと思われる。このプラットフォームは水窄変化，

傾斜，重力の経年変化などの厳密な観測には不向

きであろうが，地殻の水平変動や地震，地礎気，

熱などの大部分の地球物理的観測には十分役に立

つと考える。

昭和62年10月27日に淡青丸によって相模湾の初

島東方10㎞の地点 （35000.60 ’Ｎ，139 °16.25' E

（東京デイタム），水深1370m ）に設置した海底

ステ ーションはＢクラ スのものであるｏ（設置点

図 ２） 設置した海底は軟泥が数＋ センチ堆積し

ている所で，後にのべるように，ステージｌンは

半分位泥の中にうずもれていた。このステーショ

ンはOcean Ｂｏｌtｏｍ Ｂａｓｅ（OBB ）Na l と 名

付けられたc



図２　海底ステージ。ｙ心１の設岨位吐。

Ｆぽ2　Installation site of lhe （χ２ａｎ bottom observat  ion ｓぽｉｏｎ（OBB ）崗1.

OBB Nal は将来設置する予定のＯＢＢ 阨｡2

と組合せて，海底での精密距摺測定のために使用

する外に。海底地磁気，梅底電位差，海底熱流，

海底重力（潮汐用）などの研究に使用するための

ものである。図３にみられるように，このステー

ションは一辺が1100． のブラットフ。一厶で，高

さ500．，空中重iiが約800kg のコンクリートブ

ロックである。ブロックの下部は三脚となってい

る。上・ には純チタ:／製の吊上げ用取手が３飼あ

り，一辺50011と800．の眤定器マウント用ｖ字

孔が，それぞれにつき３ヵ所についている。プラッ

トフ ォームの中央には直径lOOjnmの孔が底而まで

貫通している。これはプ ラットフ。一厶を水平に

落下させるときの水のi謬aとなり，プラ・トフォー

ムの姿勢を安定させる。ベースの側辺のーつには，

フラッシキー，ピンガー付の音響トランスポｙダー

をさし込む貫通孔と，このトランスポンダーを支

える測板（純チタン製）ｶ1取付けられている。ベー

スをつくるコンクりートプロックは非磁性とする

ために鉄筋は使わず，カーボン繊維を強化材とし

ている。

写真１にトランスポンダーを取付けたステーショ
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閃４　フラー，ジャー，ピ ンガー付きri咒トラ

ンｘボンダーの構成。

Fig.４　Design of acoustic transponder

with a flasher  and ａ ping・「，

フラッシャーの点燈などは船上からの指令で行う。

このトランスポンダーは２年間の寿命がある。

海底ステージｉンは船上からワイヤーで吊り下

ろして海底に般置する。ベースに取付けた音響 ｝

ランスポンダーを使ってＬＢＬ法により海底吸・

位置をきめる。吊り下ろされたベースが海底に近

づいたとき，ピンガーで海庭からの高さを測る。

ワイヤーで吊ったまま海底に接触させるとベース

ﾝ の外敏を示す。音響トランスポンダー／ピンガー

／フラッシャーは図 ４のような形態をしている。

トランスポンダーは高さ1174m ，外径116口nの大

きさで，上部に舶との交信用 の/ヽ イドロフｉ ン

（アップ リンクバイト・フォン）と取手（ハン･ド

ル）かっき，また，キセノンランプのフラッシャー

がつく，底部には海底から200m の高さまで測れ

るピンガーハイドロフ・ ンが付く。下部の300膕

の間がコンクリートブロックの孔にさし込まれる。

クランプ リングとクランプパー孔は，トランスポ

ンダーがベースから抜け出さないようにするため

のものであ る。トランスポンダーのON,  OFF.

２54

図 ５　 海 底 ス テ ー シ ョ ン ブ ラ ッ ト フ ォ ー 厶を 海 底に 設il゙ 1

す る さ い の 吊 り ドげ 方 式。 ワ イヤ ー の ド|こヶ ブ ラ

ー ロ ー ブ を 使-1 て111jりF げ る 。 海 底 に 落 ド さ せ る

と き に は 音 唇 り』り 離 し 装 置 を 使 う 。

Ｆｉｇ.5　Suspension melhod o1 08B plallon η｡

OBB ｉｓ suspended bv thr ｃｅ kevler

ropes　which 11r ｅ attached lo tlle elld

c)l lhe winch ｗiｒe. Ｔｈｅ ＯＢＢ ｉｓ

dfopperi 141 111e ｓea fll χ,r l)y lisp

of al 】i ｒ･･|lｓli(-｢ ｅ｣ｅａｓe ill ｓlalled in llle

ke ｖler suspension.
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を曳きずる恐れがあるので，梅底上２～ ３ｍのと

ころでベースをワイヤーから切敲す。切離し用の

トランスポンダーは別に用意する。

コンクリートブロックをウインチワイヤーにつ

なぐときの要領は図 ５のようになる。ワイヤーを

直接ブロックにはっながず，10皿のケプラーロー

プで中継する。３本のケプラーロ ープの一方の端

はワイヤーにつなぎ，他の端はペースのチタンの

取手をくぐらせた後，切離し用トランスポンダー

のフフクにつなぐ。切離し指令により，このフッ

クが外れると，ベースが落下し，ケブラーはチタ

ン取手をくぐり抜けて外れる。

以上の方法により ，海底 ステーションNQI の扱

戳に成功したのである。

2. 「しんかい2000 」によるタイプ

昭和62年lj月23日から26日まで海洋科学技術セ

ンターの調責船「なつしま」に乗船し（瀬川，藤

本），11月24日 ，瀬川が潜航した。

潜航は海底 ステージ・ンの設冊点付近で行われ

たか，潜鴕iiiに，海底ステージ１ンと「なつしま」

の間で音響によるスラントレンジの測定がなされ，

ステーションの直上点を探した。潜航開始時刻10

時38 分．ａ 底12時11 分，離底14時16 分，浮」二15時

22分であ･・た。正味の潜航時間は４時|哨4 分であ

る。最大深度は1370m でありた。

ＯＢＢ.χal に装偉されたトランスポンダーは，

フラッシャーとピンガー付のものであった。特に，

ピンガーはステ ージ１ン設XIのときのみ必要なも

のなので，一旦設置されたステーションにピンガー

付トランスポンダーを付けておくのはもったいな

い。そこでフラッシャーのみ取り付けた卜うンス

ポンダーを別に川意し，ピンガー付のものと交換

することにした。

トランスポンダーの交換にはもう一つの狙いが

あった。海底ステージ１ンには他の装置をのせる

のであるからステーション上にトランスポンダー

などかあ･コては邪魔になる。しかもトランスポｙ

ダーには磁性があり，わざわざ非磁性プラットフ,i

－ムを造･コた意味がなくなる。そこで。ピンガー

付トランスポｙダーは回収し，ピンガーなしトラ

ンスポンダーを，ステージ・冫／上ではなくステー

ションから離れた所（5 ～10m ）に設置すること

を考えた。

11月24日の潜航ではピｙガーなしトランスポン

ダーを「しんかい2000」のマニピュレーターで鈿

んで海底まで運んだ。ピンガーなしトランスポン

ダーには台座を附け，独立に海底に置くことがで

きるようにした。（写真２）

潜航した畤の海底ステーショｙの状況を写真３

に示す。きちんと水平に設置されていたが。ステー

ジｌ ンの下部30c。は泥の巾に埋もれていた。

榊航直後，ステーションの発見にはやや手間どっ

た。キセノンフラッシ・－は50m の距離から視認

できた。

はじめにピンガーなしのトランスポンダーをス

テージ・ ンのifcfttiJlOmのところに設置し，それ

からステーションに接近してピｙガー付トランス

ポンダーを抜き取り船上に持ち帰った。作業はう

まくいき，トランスポンダー，フラッシャーの勁

作も正常であった。

謝　　 辞

海洋科学技術センターの祠査船「なつしま」の

船長及び乗組員，「しんかい2000 」の司 令。副司
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感謝の意を表します。

（原稿受理　1988年３月25日）
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町貞･３　０ＢＢ Ｓｇｌを「しんかい2000」で観集したときの写真。卜･芯30aが推積層にうずも

れている。

P11010.3 V  iow ol･ OBB F･l l ln ｓl;|11ed 011 I lieヽ ｓejl floal･｡11 1ｓ foｕｎ（|lh;11

I lie Imvcr  h;i!f 4 013B IS　b11 「ie<l　in　111e ｓedinlc111 ｡
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